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ヤード整備 

 

  

    

      

   

平成25年度工事の概要 



防爆シート 

発破前 

発破ガス（白色） 

押え砂（茶色） 

 平成２５年９月１１日 
  門柱上部の撤去（第9門柱）試験発破 

３ 



平成２５年度 

非出水期の施工（11月～） 

４ 



施工計画（旧計画） 

導水トンネル 

小割りヤード 

水位低下装置 

防音壁 

  ・ ダム下流側からダム本体を撤去する計画 

５ 



水位低下前の河川状況 

水位低下ゲート設置前 

６ 



水位低下後の河川状況 

陸上化 

矢板 

：ダム上流側は陸上化し、矢板が露出 

水位低下ゲート設置後 

ダム直上流で６ｍ水位低下 

７ 



水位低下後の河川状況 建設時の矢板等により直上流が陸上化 

８ 

建設当時の写真（S29.1.31） 

水位低下の状況（H25.6.17撮影） 

矢板 

導流壁 

陸上化した上流部を活用した施工へ 



平成25年度工事の概要 

②河川の流れ
を切り替え 

③ﾔｰﾄﾞ確保 

①水位低下装置 

２基目を施工 

③ﾔｰﾄﾞ確保 

荒
瀬
ダ
ム 

下流側 

上流側 

  非出水期の工事予定 

  ①水位低下装置の２基目を施工、 

  ②ダム上流の流れを河川中央部に切り替え、 

  ③ダム上・下流の河川内に施工ヤードを確保し、 

  ④門柱部を撤去 

９ 



①水位低下装置 

 ２基目を施工 

②河川の流れ
を切り替え 

 【施工イメージ】  

☆ 陸上化により、ダム上流部か
らの工事が可能 

  （みお筋撤去時に堆砂除去が必要) 

１０ 



水位低下装置２基での流況 

H25.11.19 
１１ 



③ﾔｰﾄﾞ確保 

②河川の流れ
を切り替え 

【施工イメージ】  

佐瀬野の砂礫を 

利用 

１２ 



ヤード整備実施 

 

平成２６年１月(倒壊発破前) 

１３ 



○門柱の発破手順について 

 ①倒壊発破 

   クレストから約５ｍの門柱部分（写真の赤色の部分）を発破し、      
   門柱を施工ヤードに倒壊 

   
 ②小割り発破 

   施工ヤード上に倒壊した門柱を制御発破で小割り 

 
【倒壊発破予定箇所】 

 

 

 
                      

 

 

 
                      

 門柱部の撤去 

１４ 

1/27黄色部分を試験発破 

1/31赤部分を発破 

2/ 7 青部分を発破予定 



2月中旬に制御発破予定 

 

 

   ○倒壊発破（イメージ図） 

 

 

 

                  ○小割り発破（イメージ図） 

 

１５ 

1/31発破 2/7発破予定 



  

１６ 

騒音（ｄＢ） 振動（ｄＢ）

管理値 ９６ ８９

Ｓｔ．１地点
ダム堤体直上流左岸

９１ ６６

Ｓｔ．２地点
工事用進入路の入口

９０ ５５





１７ 

撤去手順の見直し 

（平成26年度以降） 

 



撤去手順の主な見直し計画案 

撤去手順の見直し  

１８ 



仮橋 

仮橋 

当初計画（Ｈ27年度） 

みお筋撤去後は水流
が強く仮締め切りに
よるヤードの安全確
保が困難 

下流側から施工
し、２カ年に分
けてみお筋部を
撤去する計画 

当初計画（Ｈ26年度） 国道側 

県道側 

国道側 

県道側 

１９ 



仮設ヤード 

１班 

２班 

平成26年度施工 

施工計画（見直し案） 

コンクリート撤去殻は 

工事用道路を利用し搬出 

上流工事用道路を設置 

１ヵ年でみお筋部を撤去 

仮設ヤードを整備 

導水トンネルへ埋戻す 

発破による取り壊し 

撤去手順  

上流側から施工することで、 
 ・作業スペースが広く確保できる 
 ・搬出の運搬距離が減る 

作業効率が増す 
２０ 



導水トンネル 

小割りヤード 

水位低下装置 

防音壁 

濁水処理施設 

  ・ ダム下流側からダム本体を撤去する計画 
施工計画（従来の計画） 

２１ 



  ・ ダム上流からの工事を実施 

導水トンネル 

球磨川 

取水施設 

国道219号 

濁水処理施設 

小割りヤード 

県道 

中津道八代線 

工事用道路 

仮締切り 
汚濁防止膜 

仮設ヤード 

水位低下装置 河川流れ切替 

防音壁 

施工計画（見直し案） 

２２ 

   本年度はコンクリー
トの搬入量が少なく、
県道を利用して搬入
した方が、河川から
県道に上がる搬入
路造成に必要なダ
ンプより少ない。 



２３ 

導水トンネルの埋戻し 

導水ﾄﾝﾈﾙ 
小割り
ヤード 

取水施設 
藤本発電所 

・コンクリート塊は小割りし、 
 導水トンネルを埋戻す 



２４ 

撤去関連工事 

 



①荒瀬ダム堆砂除去工事 

葉木橋 

国道２１９号 

県道中津道八代線 

工事進入路(降り道) 

施工箇所：佐瀬野地区 

工期：H25.11～H26.3 

概要：泥土撤去 14,000m3  

    砂礫撤去 37,000m3※ 

（※一部、ダム本体工事の作業ヤード仮設材に利用）  

堆砂除去個所 

汚濁防止膜 

２５ 
降り道を存置できるよう整備 



②県道中津道八代線道路嵩上工事 

道路の嵩上げ(河川外） 

痕跡水位 

民地 道路 

施工箇所：下鎌瀬地区 

工期：H25.11～H26.3 

概要：道路嵩上、舗装 L=400m 

２６ 

下鎌瀬 



②中津道八代線路側構造物補強工事 

水位低下後の 

擁壁洗掘箇所 
施工箇所：葉木地区 

工期：H25.11～H26.3 

概要：根継工 L=200m 

    吹付工 L=200m 

２７ 



ダム下流の嵩上げ 

藤坂橋の補強工事 

葉木橋の付近の護岸補修 

対策工事を実施予定 
補強工事を実施 

２８ 補強工事を実施 



モニタリング調査について 

・水位低下後の状況 

 

２９ 



 水位低下装置による水位低下後、第2流水回復区間で砂州の出現や瀬の形成が見ら
れ、ダム建設前の河川地形が回復しつつある。 

平成25年8月（水位低下装置による水位低下後） 

荒瀬ダム 

放水路 

百済木川 

葉木橋 

百済木川 

葉木橋 

平成25年8月（水位低下装置による水位低下後） ３０ 



水位低下前（平成２３年11月） 

葉
木
橋 

地元の方が記憶を辿り 

作成された絵地図 水位低下後（平成２５年８月） 

小又瀬付近 

荒瀬ダム 

葉木橋 

   水位低下前 
（平成２５年６月１０日） 

   水位低下後 
（平成２５年１０月１８日） 

３１ 



水位低下前（平成２３年11月） 
地元の方が記憶を辿り 

作成された絵地図 

百済木川流入部 

水位低下後（平成２５年８月） 

葉木橋 

平成２１年１月２７日 

平成２２年６月８日 

百
済
木
川 

水位低下前 
平成２５年６月１０日 

水位低下後 
平成２５年１０月１６日 

３２ 


